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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要

【アウトリーチ(小学校クラスコンサート)】

高橋多佳子 氏(ピアノ)

　●日程：8月31日(火)～9月3日(金)

　●参加者数：４校４クラス101名(３校リモート開催)

　　　　　　　一條小31名、琢成小27名、八幡小28名、松山小15名

新野将之 氏(パーカッション)

　●日程：10月3日(日)～8日(金)

　●参加者数：６校８クラス234名

　　　　　　　宮野浦小66名、松陵小34名、田沢小20名、新堀小14名、

　　　　　　　若浜小62名、浜田小38名

髙橋和貴 氏(ヴァイオリン)

　●日程：10月17日(日)～22日(金)

　●参加者数：5校8クラス210名

　　　　　　　泉小60名、南平田小30名、

　　　　　　　十坂小27名、松原小60名、

　　　　　　　鳥海小33名

中川賢一 氏(ピアノ)

　●日程：10月25日(月)～28日(木)

　●参加者数：６校９クラス205名

　　　　　　　富士見小52名、広野小16名、浜中小16名、亀ケ崎小90名、

　　　　　　　西荒瀬小24名、黒森小7名

●会場：各小学校音楽室 ※学校によっては体育館・パソコン室

●対象：市内小学校5年生※学校によって学級編成の都合上、複式学級で実施。

●事業内容：市内全小学校の５年生全クラスを対象に、アーティストの演奏を

　　　　　　間近で聴き、アーティストとの対話をとおして、卒業までに必ず

　　　　　　一度は一流の芸術にふれる機会を創出する。

【参加・体験・鑑賞】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

３　学校教育における文化芸術活動の充実

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

11　文化芸術に関する施策と生涯学習との連携

　　 及び強化

12　多様な分野との連携及びネットワーク

        づくり

15　文化施設の活用

アーティスト・イン・

レジデンス事業

(音楽)

一般財団法人

地域創造

●目的

国内を代表する実演家が地域に一定期間滞在

し、地域の小学校でのクラスコンサートやワー

クショップ、そして環境の整った希望ホールで

の公演を行うことで、

・子どもたちが居住する地域・生活環境の差異

　無く、慣れ親しんだ環境で気軽に芸術にふれ

　る機会を創出する。

・質の高い芸術を積極的に教育現場に取り入

　れ、子どもたちが芸術にふれる機会を創出

　することで、「主体的・対話的で深い学び

　(アクティブ・ラ－ニング)」 を推進する。

・子どもたちの感性を刺激し、他者への寛容

　性、想像力、創造力、コミュニケーション力

　を育む。

・実演家がアウトリーチで本市に滞在した後、

　再度本市を訪れ、希望ホールでのワーク

　ショップ、公演・リサイタルを行うなど、

　多角的に継続して市民に芸術の魅力を発信

　することで、１度限りの「点」ではなく、

　「線」から「面」へと繋がり広がる事業展開

　を図る。

参考資料
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【アナリーゼワークショップ】

新野将之アナリーゼワークショップ

　●日程：10月8日(金)午後7時開演

　●入場者数：51名(一般 36名、U25 15名)

髙橋和貴アナリーゼワークショップ

　●日程：10月20日(水)午後7時開演

　●入場者数：26名(一般 25名、U25 1名)

中川賢一アナリーゼワークショップ

　●日程：10月29日(金)午後7時開演

　●入場者数：21名(一般 16名、U25 5名)

仲道郁代アナリーゼワークショップ

　●日程：12月21日(火)午後7時開演

　●入場者数：107名(一般 98名、U25 9名)

高橋多佳子アナリーゼワークショップ

　●日程：1月14日(金)午後7時開演

　●入場者数：43名(一般 42名、U25 1名)

●会場：希望ホール※髙橋和貴アナリーゼワークショップのみ文化センター

　　　　で実施。

●入場料：一般500円　U25・チケット提示で無料

●事業内容：コンサートプログラムの楽曲分析、作曲家の人物像、当時の時代

　　　　　　背景などを、アーティスト本人が演奏を交えながら解説する。

【参加・体験】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

３　学校教育における文化芸術活動の充実

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

11　文化芸術に関する施策と生涯学習との連携

　　 及び強化

12　多様な分野との連携及びネットワーク

　　 づくり

15　文化施設の活用

アーティスト・イン・

レジデンス事業

(音楽)

一般財団法人

地域創造

●目的

国内を代表する実演家が地域に一定期間滞在

し、地域の小学校でのクラスコンサートやワー

クショップ、そして環境の整った希望ホールで

の公演を行うことで、

・子どもたちが居住する地域・生活環境の差異

　無く、慣れ親しんだ環境で気軽に芸術にふれ

　る機会を創出する。

・質の高い芸術を積極的に教育現場に取り入

　れ、子どもたちが芸術にふれる機会を創出

　することで、「主体的・対話的で深い学び

　(アクティブ・ラ－ニング)」 を推進する。

・子どもたちの感性を刺激し、他者への寛容

　性、想像力、創造力、コミュニケーション力

　を育む。

・実演家がアウトリーチで本市に滞在した後、

　再度本市を訪れ、希望ホールでのワーク

　ショップ、公演・リサイタルを行うなど、

　多角的に継続して市民に芸術の魅力を発信

　することで、１度限りの「点」ではなく、

　「線」から「面」へと繋がり広がる事業展開

　を図る。

2



酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【鑑賞】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

３　学校教育における文化芸術活動の充実

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

11　文化芸術に関する施策と生涯学習との連携

　　 及び強化

12　多様な分野との連携及びネットワーク

        づくり

15　文化施設の活用

アーティスト・イン・

レジデンス事業

(音楽)

一般財団法人

地域創造

●目的

国内を代表する実演家が地域に一定期間滞在

し、地域の小学校でのクラスコンサートやワー

クショップ、そして環境の整った希望ホールで

の公演を行うことで、

・子どもたちが居住する地域・生活環境の差異

　無く、慣れ親しんだ環境で気軽に芸術にふれ

　る機会を創出する。

・質の高い芸術を積極的に教育現場に取り入

　れ、子どもたちが芸術にふれる機会を創出

　することで、「主体的・対話的で深い学び

　(アクティブ・ラ－ニング)」 を推進する。

・子どもたちの感性を刺激し、他者への寛容

　性、想像力、創造力、コミュニケーション力

　を育む。

・実演家がアウトリーチで本市に滞在した後、

　再度本市を訪れ、希望ホールでのワーク

　ショップ、公演・リサイタルを行うなど、

　多角的に継続して市民に芸術の魅力を発信

　することで、１度限りの「点」ではなく、

　「線」から「面」へと繋がり広がる事業展開

　を図る。

仲道郁代ピアノ・リサイタル

　●日程：2月19日(土)午後2時開演

　●入場料：S席3,000円(U-25・1,500円)　A席2,500円(U25・1,000円)

　●入場者数：388名(一般 360名、U25 22名、招待6名)

　　　　　　　※完売/定員423名、調整席12席追加

　●発券数：430枚　●入場率：90%

髙橋和貴アナリーゼ&ヴァイオリン・コンサート

　●日程：2月27日(日)午後2時開演

　●入場料：S席2,000円(U-25・1,000円)　A席1,500円(U-25・500円)

　●入場者数：170名(一般 150名、U25 7名、OR参加者7名、招待6名)

　●発券数：174枚　●入場率：98%

●会場：希望ホール大ホール　※コロナ対策のため全て１席空け・１階席のみ

　　　　※高橋多佳子ピアノ・リサイタル鶴岡公演のみ、荘銀タクト鶴岡で実施。

●事業内容：アーティスト本来の魅力を音響等の環境が整ったホールで

　　　　　　体感してもらう。

【コンサート】

新野将之パーカッション・リサイタル

　●日程：11月7日(日)午後2時開演

　●入場料：S席2,500円(U-25・1,500円)　A席2,000円(U-25・1,000円)

　●入場者数：168名(一般 120名、U25 19名、OR参加者26名、招待3名)

　●発券数：171枚　●入場率：98%

　●共演：藤澤仁奈（マリンバ）

中川賢一ピアノ・リサイタル

　●日程：11月26日(金)午後7時開演

　●入場料：S席2,500円(U-25・1,500円)　A席2,000円(U-25・1,000円)

　●入場者数：166名(一般 107名、U25 15名、OR参加者37名、招待7名)

　●発券数：176枚　●入場率：94%

高橋多佳子ピアノ・リサイタル酒田公演

　●日程：1月15日(土)午後2時開演

　●入場料(酒田・鶴岡公演共通)：

　　　　　Ｓ席/一般2,500円(U25・1,500円)　Ａ席/一般2,000円(U25・1,000円)

　　　　　酒田・鶴岡公演セット券/一般4,500円(U25・2,500円)

　●入場者数：222名(一般 201名、U25 13名、OR参加者6名、招待2名)

　●発券数：249枚　●入場率：89%

高橋多佳子ピアノ・リサイタル鶴岡公演

　●日程：1月16日(土)午後2時開演

　●入場者数：212名

　　　　　　(一般 194名、U25 13名、招待5名)

　●発券数：227枚　●入場率：93%
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【中川賢一　公開レッスン】

●日程：8月1日(日)午後1時～午後6時

●会場：希望ホール大ホール

●受講者数：7名(受講生6名、特別枠1名)

●対象：山形県内在住の小学生～大学生

　　　　(プロ・セミプロを除く)

●入場料：無料

●事業内容：公開で行う中川氏による個人レッスン。

　　　　　　※申込者12名より6名を選出。

【受講生による発表公演】

●日程：8月3日(火)午後1時～午後3時

●会場：希望ホール大ホール

●入場料：無料

●入場者数：20名

●事業内容：公開レッスンの受講生による演奏公演。

【スタインウェイピアノ演奏体験】

●日程：8月4日(水)午前9時30分～午後5時20分

●会場：希望ホール大ホール

●参加者数：9名

●対象：特別講座に参加された方のうち、事前に演奏体験を希望した方

●参加料：無料

●事業内容：特別講座に参加された方のうち、事前に演奏体験を希望した方を

　　　　　　対象としたスタインウェイピアノの演奏体験。

【人材育成・参加・体験】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

15　文化施設の活用

●目的

例年実施してきた、スタインウェイピアノの

演奏体験に加え、ピアニスト中川賢一氏による

スタインウェイピアノの仕組みや歴史を学ぶ

特別講座と、公募の受講生への個人レッスンの

公開を合わせて実施することで、プロのピアニ

ストの多くが愛する名器スタインウェイ製の

フルコンサートピアノそのものや、ピアニスト

から見たピアノの特徴やその魅力を学ぶ場を

提供する。

地域の財産であるピアノのについて深く学ぶこ

とで、ホールやピアノへの愛着を持っていただ

く。

アーティスト・イン・

レジデンス事業

(スタインウェイ

ピアノ演奏体験・

大ホール演奏体験

夏休み特別企画

中川賢一と学ぶ

スタインウェイ)

一般財団法人

地域創造

【特別講座　ピアノを解体！？～スタインウェイの仕組みと歴史～】

●日程：8月1日(日)午前10時～午前11時30分

●会場：希望ホール大ホール

●参加者数：76名(一般 49名、U25 27名)

　　　　　　※公開レッスンの来場者と併せて

●対象：どなたでも(要事前申込)

●入場料：無料

●講師：中川賢一 氏(ピアニスト)、高橋俊樹 氏(調律師)

●事業内容：スタインウェイピアノの構造や歴史、魅力を中川氏が分かりやすく

　　　　　　解説するワークショップ。
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【特別支援学校ダンスワークショップ 】

●日程：令和３年９月24日(金)午後9時～午後2時

●会場：酒田特別支援学校

●参加者数：89名(児童生徒59名　教職員30名)

●対象：児童生徒　教職員

●講師：中村蓉　アシスタントダンサー：田花遥

【公募ダンスワークショップ】

●日程：令和4年2月3日(木)開場：午後6時 開始：午後6時30分

●会場：希望ホール大ホール(ステージ上)

●参加者数：15名(申込者19名)

●対象：中学生以上(ダンス経験不問)　●定員／20名

●入場料：無料

●講師：中村蓉 氏

    アシスタントダンサー：田花遥 氏、仙優奈 氏

【参加・体験・鑑賞】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

３　学校教育における文化芸術活動の充実

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

11　文化芸術に関する施策と生涯学習との連携

　　 及び強化

12　多様な分野との連携及びネットワーク

        づくり

15　文化施設の活用

アーティスト・イン・

レジデンス事業

(ダンス)

一般財団法人

地域創造

●目的

国内を代表する実演家が地域に一定期間滞在し、地

域の小学校でのクラスコンサートやワークショッ

プ、そして環境の整った希望ホールでの公演を行う

ことで、

・子どもたちが居住する地域・生活環境の差異無

く、慣れ親しんだ環境で気軽に芸術にふれる機会を

創出する。

・質の高い芸術を積極的に教育現場に取り入れ、子

どもたちが芸術にふれる機会を創出することで、

「主体的・対話的で深い学び(アクティブ・ラ－ニン

グ)」 を推進する。

・子どもたちの感性を刺激し、他者への寛容性、想

像力、創造力、コミュニケーション力を育む。

・実演家がアウトリーチで本市に滞在した後、再度

本市を訪れ、希望ホールでのワークショップ、公

演・リサイタルを行うなど、多角的に継続して市民

に芸術の魅力を発信することで、１度限りの「点」

ではなく、「線」から「面」へと繋がり広がる事業

展開を図る。

【ダンス公演】

●日程：令和4年2月6日(日)開場：午後1時30分 開演：午後2時

●会場：希望ホール大ホール(舞台上舞台)

●対象：小学生以上

●入場料：Ｓ席一般2,000円　U25・1,000円

　　　　　酒田・鶴岡公演セット券一般3,000円　U25・1,500円

●入場者数：60名(一般 49名、U25 8名、招待3名)

　　　　　　※完売/コロナ対策により、50％販売：定員50名、追加５席、

　　　　　　　５名立ち見)

●発券数：60枚

●入場率：100%

●振付・構成・出演：中村蓉

　出演：仙優奈、田花遥　映像：中瀬俊介(Ｂａｏｂａｂ)
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【参加・体験】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

６　市民との協働・共創による事業展開

10　文化芸術による社会包摂

15　文化施設の活用

アートスタート事業

(おんがくとえほん

のおへや)

一般財団法人

地域創造

●目的

幼いころからアートとふれ合う機会を提供する

ことで、アートを身近に感じ、子どもたちの想

像力を育むことを目的とする。

【おんがくとえほんのおへや 】

●日程：6月23日(水)午前10時～午前11時

　　　　6月30日(水)午前10時～午前11時

●会場：希望ホール小ホール

●参加者数：１回目　子ども11名、保護者10名(10組の親子)

　　　　　　２回目　子ども10名、保護者10名(10組の親子)

●対象：0歳～２歳児とその保護者

●参加料：無料

●講師：加藤 真知子氏(元県家庭教育アドバイザー)

　　　　加藤 千鶴　氏(リトミックスタジオPassage主宰)

●事業内容：リトミックと絵本の読み聞かせを中心とする。

　　　　　　音楽にのって遊び活動する中で、音楽の楽しさ、心地よさを味わう。

　　　　　　絵本を通して言葉や絵の楽しさを味わい、絵本に興味や親しみの気持

　　　　　　ちをもってもらう。

【ペタペタ！ワクワク！ミライのさかたをつくっちゃおう！ 】

●日程：7月24日(土)午前10時～午前11時

　　　　10月９日(土)午前10時～午前11時

●会場：希望ホール小ホール

●参加者数：1回目　子ども　13名、保護者　12名　(12組の親子)

　　　　　　2回目　子ども　8名、保護者　7名　　(7組の親子)

●対象：３～６歳の子供とその保護者

●参加料：無料

●講師：rikko 氏(りっこ)(イラストレーター)

●事業内容：大きな紙いっぱいに「未来の酒田」の地図を描くワークショップ

アートスタート事業

(ペタペタ！

ワクワク！

ミライのさかたを

つくっちゃおう！)
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

[企画展　いいいろいろいろ展]

●日程：9月18日(土)～26日(日)

●会場：酒田市出羽遊心館

●入場料：無料

●出品者：酒田市出身の画家佐藤真生氏、酒田市内の障がいのある方

●出品数：障がいのある方々が制作した、絵画、書道、造形物など126点

　　　　　のアート作品、本出身の作家 佐藤真生氏と障がいのある方々との共同作品

●入場者数：652名

[各種イベント]

●日程：9月18日(土)・19日(日)・20日(月・祝)

●会場：酒田市公益研修センター、酒田市出羽遊心館、酒田市美術館

●入場料：無料

●内容：

〇佐藤タカヒロ漫画原画展

　9月14日(火)～26日(日)来場者1,640名

〇トークイベント「漫画家 佐藤タカヒロを語る」

　9月19日(日)来場者120名

　出演：株式会社秋田書店 週刊少年チャンピオン編集部　松岡秀和氏

      　　さかた文化財団　学芸員　井上瑠奈氏

〇ワークショップ　【かわいくておいしい！アイシングクッキーを作ってみよう！】

　9月18日(土)参加者60名　講師：佐藤あみ氏

〇ワークショップ【しかけがいっぱい！コロコロ迷路をつくろう！】

　9月18日(土)参加者43名　講師：松村泰三氏

〇酒田吹奏楽団ミニコンサート

　9月20日(月・祝)来場者150名

〇酒田舞娘による演舞

　9月20日(月・祝)来場者37名

〇黒森歌舞伎上演

　 9月20日(月・祝)来場者35名

●目的

郷土が生んだアート、長い歴史の中で受け継が

れてきた伝統文化に焦点をあて郷土愛の醸成、

伝統芸能等の保存・継承を目的とする。

また、地域で活動する演奏団体によるコンサー

トや、参加型の多彩なイベントを開催すること

で、幅広い市民が気軽に集い、文化芸術にふれ

る機会の創出、文化施設の魅力を再認識しても

らうきっかけづくりにつなげる。

「社会包摂と育成」の方針に基づき、文化活動

をしている市民、まちづくりに携わる市民・学

生、障がい者施設の職員の皆様等と共に考え協

働しながら、共生社会を目指す。

-
SAKATA

アートマルシェ2021

【参加・鑑賞】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

６　市民との協働・共創による事業展開

10　文化芸術による社会包摂

12　多様な分野との連携及びネットワーク

        づくり

13　文化財等の地域資源の活用

15　文化施設の活用
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酒田市文化芸術推進計画／基本的施策 事業名等 助成団体 事業目的 事業概要

　
　　文化芸術推進事業概要 参考資料

【参加・体験】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

３　学校教育における文化芸術活動の充実

４　将来の文化芸術の担い手の育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

10　文化芸術による社会包摂

工藤俊幸氏による

合唱指導

一般財団法人

地域創造

●目的

指揮者の工藤俊幸氏から、合唱指導を受ける機

会を提供し、市内中学生のモチベーションアッ

プとレベルアップを目指す動機付けとなること

を目指す。

●日程：10月12日(火)～14日(木)、19日(火)～21日(木)

●会場：各中学校

●参加者数：648名(東部中学校71名、酒田第二中学校96名、

　　　　　　酒田第六中学校96名、酒田第一中学校137名、

　　　　　　鳥海八幡中学校74名、酒田第三中学校174名)

●対象：合唱指導を希望する市内中学校3年生

●講師：工藤俊幸氏

●事業内容：工藤俊幸氏による合唱指導(クラス単位。各クラス原則30分間。)

【参加・体験】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

４　将来の文化芸術の担い手の育成

10　文化芸術による社会包摂

山形交響楽団

楽器クリニック

一般財団法人

地域創造

●目的

県内唯一のプロオーケストラである山形交響楽

団の奏者から楽器の奏法について基礎から学ぶ

ことで、レベルアップを目指す。

●日程：11月28日(日)

●会場：酒田市総合文化センター

●参加者数：59名

●対象：飽海地区吹奏楽連盟に所属する中学校・

　　　　高等学校の吹奏楽部員

●参加料：500円

●講師：山形交響楽団員(トロンボーン、ホルン、チューバ、打楽器、フルート、

　　　　クラリネット)

●事業内容：楽器ごとの奏法指導、吹奏楽の全体合奏指導、アンサンブルの奏法指導

【鑑賞】

２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化

　　的環境の整備

10　文化芸術による社会包摂

15　文化施設の活用

●日程：第１回　7月22日(木・祝日)

　　　　第２回　8月7日(土)

　　　　第３回　10月30日(土)※3回全て　午後2時～午後4時30分

●会場：希望ホール

●参加者数：第1回　14名

　　　　　　第2回　11名

　　　　　　第3回　10名

●対象：希望ホールサポーター登録者、酒田市社会教育文化課文化芸術係職員

●講師：昭和音楽大学講師 角屋里子氏

●事業内容：実際のホール運営を体験しながら、レセプショニスト(コンサートホー

　　　　　　ルの受付や案内を担当するスタッフ)としての心構えや実技を学ぶ

　　　　　　研修会

【人材育成】

４　将来の文化芸術の担い手育成

５　文化芸術活動を支える人材の育成

６　市民との協働・協創による事業展開

サポーター向け

研修事業
-

●目的

本市の文化芸術事業の様々な場面で、その運営

に協力し支えとなって活躍する、サポーター人

材を育成する。

宝くじ文化公演

(HAPPY JAZZ HOUR)
一般財団法人

自治総合センター

宝くじ助成

●目的

広く市民が親しみやすい分野で人気の高い公演

を、宝くじ文化公演事業を活用することで、多

くの市民に鑑賞の機会を提供する。

●日程：2月24日(木)午後6時30分開演

●会場：希望ホール大ホール

●入場者数：545名(一般531名、高校生以下11名、招待3名)

●発券数：586枚

●入場率：93%

●入場料：一般2,500円(当日3,000円)

　　　　　高校生以下1,000円(当日1,500円)

●出演：渡辺香津美(ジャズギター)、須川展也(サクソフォン)、

　　　　奥村愛(ヴァイオリン)、井上陽介(ベース)、奥村愛ストリングス8名

●事業内容：宝くじ文化公演事業を活用したコンサート
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●）
次年度以降の

方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業 図書館 文化芸術イベントを行うことを想定した企画コーナーを作ること

○企画コーナーとして必要な展示パネル等の各種什器の納入を行った。

●納入什器等を生かした配置等の工夫が必要。また、令和４年夏のグランドオープンに向け、イベントも可能な

広場の整備を行う。

継続

コミュニティ振興事業 まちづくり推進課

コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健

康福祉、生涯学習、体育振興、青少年育成、婦人活動、高齢福

祉等の活動に対する支援を行う。

○コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健康福祉、生涯学習、体育振興、青少年

育成、婦人活動、高齢福祉等に対する活動に、ひとづくり・まちづくり総合交付金を交付することにより支援を行っ

た。

●地域活動への参加を促進し、地域づくりを担う人材の育成が必要である。（R1年度より人材育成のための加

算を設定）

継続

松山の宝推進事業 松山総合支所

　松山の宝推進協議会と連携し、歴史、文化及び景観など有形無

形の資産を活用する事業を実施し、地域の内外に「松山の宝」として

発信を行う。

〇新型コロナウイルス感染症防止のため、限られた事業実施であったが、城下町であった歴史文化という当地の

特色を生かした事業を展開できた。

●新型コロナ対策により中止あるいは制限の中での実施となっている。

継続

生涯学習推進講座開催事業 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

美術館管理事業 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

文化施設長寿命化対策事業 社会教育文化課
酒田市公共施設適正化計画及び実施計画に基づき、写真展示

館、酒田市美術館、市民会館の長寿命化対策事業を実施する。

酒田市民会館について、安全性の向上及び機能の劣化防止等の対策を行った。（外壁修理、舞台設備修

理）
継続

写真展示館管理事業 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

市民芸術祭開催事業 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

文化財保存活動支援事業 社会教育文化課 指定文化財所有者、保存団体への保存支援を行う。 ●コロナ禍で活動が制限されたために、終息後に保存団体のモチベーション維持するための支援の方策。 内容変更

史跡旧鐙屋修復事業 社会教育文化課 経年劣化した史跡旧鐙屋の保存修理を行う。
●コロナ禍で国・県の予算が厳しい状況になっており、このままでは工事期間にも影響があるために新たな財源の

確保が必要。
継続

光丘文庫デジタルアーカイブ事業 図書館 光丘文庫デジタルアーカイブのコンテンツを拡充させる。

○コンテンツ拡充により、郷土史への関心を高め光丘文庫所蔵資料の価値をわかりやすく情報発信をすることがで

きた。

●未来を担う小・中学生の郷土史への関心を高めるため、ふるさと教育を視野に入れた若年者向けコンテンツを

整備し、周知を図っていく必要がある。

継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業（再掲） 図書館
アートマルシェなど文化芸術イベントを行う場合の場所の提供、ミライ

ニとしての企画イベントの実施

〇駐車場が整備されておらず、また感染症対策が求められる中、積極的にイベントを実施することができなかった

が、エンガワラウンジ等の開放エリアにおいて、小規模ながらも展示コーナーの設置等を行った。

●状況に応じたイベントの開催方法の模索、社会教育文化課など他課事業連携によるイベント開催

継続

市民協働・公益活動推進事業 まちづくり推進課

ボランティア・公益活動センターの運営については、社会福祉協議会

に委託し、今まで以上に連携を図りながら、公益活動団体に対する

研修・会議の開催や情報提供を行う。

〇R3年度には以前より検討を進めていた市担当課と公益活動団体が相互に提案しあい、協働して事業を進め

ていく「公益活動団体協働提案負担金制度」を導入し、コロナ禍の中であったが、他課と連携しながら公益活動

の推進に努めた。

●今後は地域や団体のリーダーの育成、小中高生のボランティア教育につながる研修会の充実を図っていく必要

がある。

継続

地域活動支援センター事業 福祉課

　障がい者の創作的活動、生産活動、社会との交流の促進等の機

会提供などの支援を行う。特定非営利活動法人みつばに通所して

作業訓練等をおこない、教室型では身体障害者福祉センターに通

所して、創作的活動の講座等を受講する。

〇教室型の身体障害者福祉センターは、コロナウィルスの発生状況により、教室や講座開催の中止が多くあった。

みつばもコロナのために外出を控えている利用者もいたが、感染症対策をしながら通所を続けている。

●コロナウィルスの発生状況により、当初予定していた教室が中止になり、障がい者の社会活動の機会が減った。

継続

老人クラブ助成事業 福祉課
地域を基盤として活動する老人クラブに対し、教養講座等の開催、

参加にかかる費用の助成を行う。

○クラブの解散や新規会員の減少により会員数の減少が続いている。R3　89ｸﾗﾌﾞ　3,468人。

●コロナウィルスの影響により、当初予定していた活動が中止になる等老人クラブ活動の機会が減った。また、定年

退職年齢の引き上げ等により、老人クラブ会員数の確保が困難になっている。

継続

ブックスタート支援事業 図書館

赤ちゃんとのふれあいのきっかけとなる読み聞かせと親子のふれあい、

読み聞かせの仕方を３か月児健診時に行うとともに絵本２冊を配布

する。

○事業説明とともに絵本を提供することで、親子のふれあいを促し、幼少期から本に親しむ習慣づけを図った。

●新型コロナの感染予防のため、子どもとふれあいながら行う読み聞かせの仕方の実践指導が中止されたことで、

絵本配布の場となり、事業の主たる目的が十分に達成できない状況が続いている。

●担い手である読み聞かせボランティアが不足している。

継続

地域振興事業 八幡総合支所

地元の団体による各種作品展、ステージ発表会を開催し住民同士

の参加交流の場を提供する。

クラシックコンサートの開催や百人一首かるた大会を開催し、音楽、

芸術に触れる場、体験する場を提供する。

〇八幡地区の芸術文化を鑑賞する機会や発表・交流・競技の場として、一定の参加団体や観客数を得て地域

に定着している。令和３年度はクラシックコンサート、やわた文化祭展示部門は開催したが、新型コロナウイルスの

影響により、やわた文化祭ステージ部門、百人一首かるた大会は中止となった。

●少子高齢化に伴う参加団体・参加者の減少。

継続

地域振興事業 松山総合支所
　松山芸術祭の支援。コミュニティ振興会単位での作品展示とステー

ジ発表の情報発信。

〇各地域及び各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示やステージ発表等の芸術文化活動に取り組む

ことができた。

●芸文協松山支部会員が減少している。

継続

地域振興事業 平田総合支所
誰もが文化芸術に親しむことが出来るよう、ひらた文化祭（各種作

品展、ステージ発表会）を開催する。

○新型コロナウイルス感染症の影響でひらた文化祭は展示部門のみになったものの、新型コロナウイルス感染症に

配慮しながら日本の芸能を楽しむ会を開催した。多くの来場者が訪れ、地域の芸術文化に触れる機会の提供が

できた。

●ひらた文化祭については住民の関わり方を見直しつつ、芸術文化協会平田支部へ事務等の移行を進める必

要がある。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業（再掲） 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

美術館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

写真展示館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

基本的施策１　文化芸術活動を行う環境の整備

基本的施策２　誰もが文化芸術に親しむことが出来る文化的環境の整備
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

文化財保存活動支援事業（再掲） 社会教育文化課 指定文化財所有者、保存団体への保存支援を行う。 ●コロナ禍で活動が制限されたために、終息後に保存団体のモチベーション維持するための支援の方策。 内容変更

未来へ受け継ぐ伝統文化はぐくみ事業 社会教育文化課 １１月に民俗芸能フェスタを開催を行った ●新型コロナウィルスが終息後に、来場者を増加させるための方策 廃止

子ども読書活動推進事業 図書館

各種講座等の実施により、子どもたちの身近にいる大人たちが子ども

と本をつなぎ、子どもたちが幼少期より本に親しむことができるよう支援

を図る。

年代ごとのおすすめ本リスト・おたよりや、3か月の乳児、保育園・幼稚

園児、小学生及び中学1年生に読書手帳を配布し、家庭での読書

習慣の醸成、本をとおした家族のコミュニケーションが深まるよう支援す

る。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になった講座等もあったが、対策を取りながら可能な限り実施

し、子どもたちが幼少期より本に親しむことができるよう支援した。

〇まちづくり推進課の協働事業を介し、酒田南高校絵本の会に協力しおはなし会を開催した。

〇年代ごとに、「絵本だより」「市立図書館★本だより」や「うちどくだより」、「家読（うちどく）おすすめ本リスト」を

配布した。また、3か月の乳児、保育園・幼稚園児、小学生及び中学1年生に読書手帳を配布した。

●家庭での読書習慣を醸成し、図書館利用者の拡大や貸出冊数の増加を図る。

継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

未来へ受け継ぐ伝統文化はぐくみ事業（再掲） 社会教育文化課 １１月に民俗芸能フェスタを開催を行った ●新型コロナウィルスが終息後に、来場者を増加させるための方策 廃止

小学生観劇教室 学校教育課

小学６年生対象の劇団四季によるミュージカル。令和３年度は、新

型コロナウイルス感染症防止のため、「動画配信」という形式で実施

する旨の連絡があった。酒田市は実施せず。

●劇団四季より、令和３年度から当面の間、「動画配信」という形で実施していくとの通達があった。酒田市として

は、従来の生で演劇を鑑賞するよさを重視することから、実施しないこととした。次年度以降「動画配信」の場合

は、実施しない方向で考えている。

小中学校音楽教室支援事業 学校教育課

市内の希望する小中学校を対象に、山形交響楽団による音楽教室

（スクールコンサート）を実施する。令和３年度は、小学校は７校、

中学校は２校の実施だった。

〇密を避けるため、希望ホールでは複数校が接触しない座席の配置、移動の仕方を計画し、実施することができ

た。

〇自校体育館での開催予定だった学校は、より広い会場に場所を変更し、実施することができた。

●コロナ禍のため、実施を見送る学校もあり、児童生徒に生の演奏に触れる機会が失われた。

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

文化活動重点事業 学校教育課

小・中学校が行う次の活動を支援する。

・中学校における吹奏楽合同演奏会の実施

・外部講師招聘による中学校の合唱活動の充実

・小学校における日本の伝統音楽（お琴）にふれる体験学習の充

実

〇希望ホールで中学校における吹奏楽合同演奏会が実施できた。

●小学校におけるお琴教室と中学校の合唱活動への外部講師招聘は新型コロナウイルス感染症防止のため、

実施できなかった。

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業（再掲） 図書館

・アートマルシェなど文化芸術イベントを行う場合の場所の提供（当

課が主体として取り組むというよりも場の提供として協力するという考

え）

・育成としては、中央図書館移転後の文化芸術資料の充実、レファ

レンスの充実など

〇取り組んでいない。

●今後、指定管理の中での具体策の検討が必要。
継続

八幡地域文化振興事業 八幡総合支所

酒田・鶴岡・庄内町・遊佐など庄内地域の小・中学生、高校生、大

学生などの若者に八幡のイベントに参加してもらい、文化芸術に触れ

ることで将来の文化芸術の担い手育成を図る。

〇中止となった百人一首かるた大会では八幡地区外の酒田・鶴岡市内の小・中学生、高校生合わせて３９人

の参加応募があり、出場予定だった。。

●少子化に伴う参加者の減少、大会の周知不足。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業（再掲） 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

美術館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

写真展示館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

文化財保存活動支援事業（再掲） 社会教育文化課 指定文化財所有者、保存団体への保存支援を行う。 ●コロナ禍で活動が制限されたために、終息後に保存団体のモチベーション維持するための支援の方策。 内容変更

未来へ受け継ぐ伝統文化はぐくみ事業（再掲） 社会教育文化課 １１月に民俗芸能フェスタを開催を行った ●新型コロナウィルスが終息後に、来場者を増加させるための方策 廃止

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業（再掲） 図書館

・アートマルシェなど文化芸術イベントを行う場合の場所の提供（当

課が主体として取り組むというよりも場の提供として協力するという考

え）

・育成としては、中央図書館移転後の文化芸術資料の充実、レファ

レンスの充実など

〇取り組んでいない。

●今後、指定管理の中での具体策の検討が必要。
継続

コミュニティ振興事業（再掲） まちづくり推進課

コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健

康福祉、生涯学習、体育振興、青少年育成、婦人活動、高齢福

祉等の活動に対する支援を行う。

○コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健康福祉、生涯学習、体育振興、青少年

育成、婦人活動、高齢福祉等に対する活動に、ひとづくり・まちづくり総合交付金を交付することにより支援を行っ

た。

●地域活動への参加を促進し、地域づくりを担う人材の育成が必要である。（R1年度より人材育成のための加

算を設定）

継続

八幡地域文化振興事業（再掲） 八幡総合支所
地区内だけではなく、地区外の若者などこれからの文化芸術を担う人

材の交流・学びの場を提供する。

〇中止となった百人一首かるた大会では八幡地区外の酒田・鶴岡市内の小・中学生、高校生合わせて３９人

の参加応募があり、出場予定だった。

●少子化に伴う参加者の減少、大会の周知不足。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業（再掲） 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

美術館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

庄内文化賞・阿部次郎文化賞顕彰事業 社会教育文化課

芸術、学術分野等の活動において優れた成果をあげた個人又は団

体を顕彰し、庄内地方の芸術、文化の振興に寄与することを目的と

する。

　庄内文化賞、阿部次郎文化賞共に規則に基づき、芸術、学術等の分野で優れた業績のあった者に対し、顕

彰した。
継続

写真展示館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

基本的施策４　将来の文化芸術の担い手の育成

基本的施策３　学校教育における文化芸術活動の充実

基本的施策５　文化芸術活動を支える人材の育成
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

土門拳文化賞顕彰事業 社会教育文化課
土門拳が生涯を通じて追求したドキュメント性、メッセージ性の高い組

写真の公募展を通じ、日本の写真文化の向上に寄与してきた。

故土門拳氏の偉大な功績を記念するとともに、写真文化、写真芸術の振興に寄与するため、国内の写真愛好

家を対象に写真を公募した。公募の結果、全国各地から124人、128点の応募があり、選考の結果、土門拳文

化賞（１名）と同奨励賞（３名）を授与した。

継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

文化財保存活動支援事業（再掲） 社会教育文化課 指定文化財所有者、保存団体への保存支援を行う。 ●コロナ禍で活動が制限されたために、終息後に保存団体のモチベーション維持するための支援の方策。 内容変更

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

コミュニティ振興事業（再掲） まちづくり推進課

コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健

康福祉、生涯学習、体育振興、青少年育成、婦人活動、高齢福

祉等の活動に対する支援を行う。

○コミュニティ振興会の運営及び自治振興、環境衛生、防災防犯、健康福祉、生涯学習、体育振興、青少年

育成、婦人活動、高齢福祉等に対する活動に、ひとづくり・まちづくり総合交付金を交付することにより支援を行っ

た。

●地域活動への参加を促進し、地域づくりを担う人材の育成が必要である。（R1年度より人材育成のための加

算を設定）

継続

地域振興事業（再掲） 八幡総合支所
八幡４地区のコミュニティ振興会と連携することで、地元の方が参加

しやすい環境を作り、より多くの参加者確保を図る。

〇やわた文化祭展示部門において、八幡４地区のコミュニティ振興会女性部が制作した手芸品などを展示した。

●高齢化に伴う参加者の減少。
継続

地域振興事業（再掲） 松山総合支所
　松山芸術祭の支援。コミュニティ振興会単位での作品展示とステー

ジ発表の情報発信。

〇各地域及び各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示やステージ発表等の芸術文化活動に取り組む

ことができた。

●芸文協松山支部会員が減少している。

継続

松山の宝推進事業（再掲） 松山総合支所

　松山の宝推進協議会と連携し、歴史、文化及び景観など有形無

形の資産を活用する事業を実施し、地域の内外に「松山の宝」として

発信を行う。

〇新型コロナウイルス感染症防止のため、限られた事業実施であったが、城下町であった歴史文化という当地の

特色を生かした事業を展開できた。

●新型コロナ対策により中止あるいは制限の中での実施となっている。

継続

地域振興事業（再掲） 平田総合支所
文化的環境づくりのため、各コミュニティ振興会が行う文化祭等につい

て平田地域版の広報「ひらたタウンニュース」にて周知する。

○新型コロナウイルス感染症の影響でコミュニティ振興会の文化祭は砂越・砂越緑町コミ振が作品展示のみ実施

したが、その他コミュニティ振興会は今年も中止の判断に至った。

●新型コロナウイルス感染症への懸念から、他地域からの来場について、各コミュニティ振興会に確認する必要が

ある。

継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業（再掲） 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

国際交流推進事業 交流観光課

姉妹都市、友好都市等との国際交流活動を通じ、市民同士の相

互理解と友好親善を深めるとともに、国際感覚豊かな人材の育成を

図っている。

○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止。オンラインによる交流となった。

●オンライン交流の実施に当たっては、とくに米国との時差が問題である。
継続

客船誘致事業 商工港湾課

酒田港にクルーズ船寄港を誘致することによって本市への観光客

（乗船客）を増やし、賑わいの創出と観光・購買消費による地域経

済の活性化につなげる。

〇令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によりクルーズ船の寄港は無かった。

●感染症対策を徹底した安全・安心な受入れの再開が必要。
継続

地域振興事業（再掲） 八幡総合支所 国際交流を見据えた活動がないため特になし。

青少年国内外交流事業 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和2年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、相互訪問は実施せず、一部はオンラインで交流した。 継続

「少年の翼」交流事業 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止 継続

中学生海外派遣事業「はばたき」 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度の実施を中止した。 継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
専門性の高い文化の仕掛人（アートコーディネーター）を配置し文

化芸術の視点を活かした効果的な事業展開を行う

〇社会教育文化課にアートコーディネーターを配置し、文化芸術推進事業の助言及びプロデュースを行った

●文化芸術推進事業に限らず、総合的な事業に助言できる体制の構築が必要
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

老人クラブ助成事業（再掲） 福祉課
地域を基盤として活動する老人クラブに対し、教養講座等の開催、

参加にかかる費用の助成を行う。

○クラブの解散や新規会員の減少により会員数の減少が続いている。R3　89ｸﾗﾌﾞ　3,468人。

●コロナウィルスの影響により、当初予定していた活動が中止になる等老人クラブ活動の機会が減った。また、定年

退職年齢の引き上げ等により、老人クラブ会員数の確保が困難になっている。

継続

ブックスタート支援事業（再掲） 図書館

赤ちゃんとのふれあいのきっかけとなる読み聞かせと親子のふれあい、

読み聞かせの仕方を３か月児健診時に行うとともに絵本２冊を配布

する。

○事業説明とともに絵本を提供することで、親子のふれあいを促し、幼少期から本に親しむ習慣づけを図った。

●新型コロナの感染予防のため、子どもとふれあいながら行う読み聞かせの仕方の実践指導が中止されたことで、

絵本配布の場となり、事業の主たる目的が十分に達成できない状況が続いている。

●担い手である読み聞かせボランティアが不足している。

継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

子ども読書活動推進事業（再掲） 図書館

各種講座等の実施により、子どもたちの身近にいる大人たちが子ども

と本をつなぎ、子どもたちが幼少期より本に親しむことができるよう支援

を図る。

年代ごとのおすすめ本リスト・おたよりや、3か月の乳児、保育園・幼稚

園児、小学生及び中学1年生に読書手帳を配布し、家庭での読書

習慣の醸成、本をとおした家族のコミュニケーションが深まるよう支援す

る。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止になった講座等もあったが、対策を取りながら可能な限り実施

し、子どもたちが幼少期より本に親しむことができるよう支援した。

〇まちづくり推進課の協働事業を介し、酒田南高校絵本の会に協力しおはなし会を開催した。

〇年代ごとに、「絵本だより」「市立図書館★本だより」や「うちどくだより」、「家読（うちどく）おすすめ本リスト」を

配布した。また、3か月の乳児、保育園・幼稚園児、小学生及び中学1年生に読書手帳を配布した。

●家庭での読書習慣を醸成し、図書館利用者の拡大や貸出冊数の増加を図る。

継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

基本的施策６　市民との協働・共創による事業展開

基本的施策１１　文化芸術に関する施策と生涯学習との連携及び強化

基本的施策１０　文化芸術による社会包摂

基本的施策８　文化芸術による国際交流

基本的施策９　専門性の高い文化の仕掛け人の配置

基本的施策７　地域コミュニティとの施策連携による文化的環境づくり
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

市民協働・公益活動推進事業（再掲） まちづくり推進課

ボランティア・公益活動センターの運営については、社会福祉協議会

に委託し、今まで以上に連携を図りながら、公益活動団体に対する

研修・会議の開催や情報提供を行う。

〇R3年度には以前より検討を進めていた市担当課と公益活動団体が相互に提案しあい、協働して事業を進め

ていく「公益活動団体協働提案負担金制度」を導入し、コロナ禍の中であったが、他課と連携しながら公益活動

の推進に努めた。

●今後は地域や団体のリーダーの育成、小中高生のボランティア教育につながる研修会の充実を図っていく必要

がある。

継続

地域活動支援センター事業（再掲） 福祉課

　障がい者の創作的活動、生産活動、社会との交流の促進等の機

会提供などの支援を行う。特定非営利活動法人みつばに通所して

作業訓練等をおこない、教室型では身体障害者福祉センターに通

所して、創作的活動の講座等を受講する。

〇教室型の身体障害者福祉センターは、コロナウィルスの発生状況により、教室や講座開催の中止が多くあった。

みつばもコロナのために外出を控えている利用者もいたが、感染症対策をしながら通所を続けている。

●コロナウィルスの発生状況により、当初予定していた教室が中止になり、障がい者の社会活動の機会が減った。

継続

地域振興事業（再掲） 八幡総合支所
やわた文化祭や百人一首かるた大会など若年層から高齢者の方まで

幅広い年代の方が参加し交流できる場を提供する。

〇やわた文化祭や百人一首かるた大会は、八幡地区の幅広い年代の地域住民が参加するイベントとして定着し

ている。

●少子高齢化に伴う参加団体、参加者の減少。

継続

地域振興事業（再掲） 松山総合支所
　松山芸術祭の支援。コミュニティ振興会単位での作品展示とステー

ジ発表の情報発信。

〇各地域及び各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示やステージ発表等の芸術文化活動に取り組む

ことができた。

●芸文協松山支部会員が減少している。

継続

地域振興事業（再掲） 平田総合支所
平田地域のゆかりの文化・芸術を活かしたイベントを開催し、地域の

宝に触れる機会を提供する。

〇平田出身の彫刻家石黒光二氏の作品であるブロンズ像を巡るバスツアーと、平田在住の水彩画家あべとしゆ

き氏と本市出身の活動弁士佐々木亜希子氏による「水彩画と活弁」を開催し、芸術文化に触れる機会の提供

ができた。

●新型コロナウイルス感染症への懸念から、県外在住の講師や他地域からの来場、開催時期等について十分に

検討しながら実施する必要がある。

継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

生涯学習施設「里仁館」運営支援事業（再掲） 社会教育文化課

庄内一円の生涯学習振興をさらに推進するため、教養講座や親子

講座、特別講座等の各種事業を実施する「里仁館」の運営費に助

成を行う。

社会の変化に伴う学習ニーズにこたえる講座

・親子講座

・地域活性化につながる人材育成

○コロナ禍にあって、除菌装置の導入、消毒と換気の徹底、バスで移動する現地学習を極力避けるなどの対策を

とっての講座の実施。

○「withコロナ」社会の生涯学習としての講座テーマの工夫。具体的には、健康維持、免疫力、自然に触れてリ

フレッシュする講座等の実施。

●持続可能な生涯学習施設としてのあり方。受講料の見直し等。

継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

市民協働・公益活動推進事業（再掲） まちづくり推進課

ボランティア・公益活動センターの運営については、社会福祉協議会

に委託し、今まで以上に連携を図りながら、公益活動団体に対する

研修・会議の開催や情報提供を行う。

〇R3年度には以前より検討を進めていた市担当課と公益活動団体が相互に提案しあい、協働して事業を進め

ていく「公益活動団体協働提案負担金制度」を導入し、コロナ禍の中であったが、他課と連携しながら公益活動

の推進に努めた。

●今後は地域や団体のリーダーの育成、小中高生のボランティア教育につながる研修会の充実を図っていく必要

がある。

継続

国際交流推進事業（再掲） 交流観光課

姉妹都市、友好都市等との国際交流活動を通じ、市民同士の相

互理解と友好親善を深めるとともに、国際感覚豊かな人材の育成を

図っている。

○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止。オンラインによる交流となった。

●オンライン交流の実施に当たっては、とくに米国との時差が問題である。
継続

地域活動支援センター事業（再掲） 福祉課

　障がい者の創作的活動、生産活動、社会との交流の促進等の機

会提供などの支援を行う。特定非営利活動法人みつばに通所して

作業訓練等をおこない、教室型では身体障害者福祉センターに通

所して、創作的活動の講座等を受講する。

〇教室型の身体障害者福祉センターは、コロナウィルスの発生状況により、教室や講座開催の中止が多くあった。

みつばもコロナのために外出を控えている利用者もいたが、感染症対策をしながら通所を続けている。

●コロナウィルスの発生状況により、当初予定していた教室が中止になり、障がい者の社会活動の機会が減った。

継続

客船誘致事業（再掲） 商工港湾課

酒田港にクルーズ船寄港を誘致することによって本市への観光客

（乗船客）を増やし、賑わいの創出と観光・購買消費による地域経

済の活性化につなげる。

〇令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によりクルーズ船の寄港は無かった。

●感染症対策を徹底した安全・安心な受入れの再開が必要。
継続

青少年国内外交流事業（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和2年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、相互訪問は実施せず、一部はオンラインで交流した。 継続

「少年の翼」交流事業（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止 継続

中学生海外派遣事業「はばたき」（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度の実施を中止した。 継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

国際交流推進事業（再掲） 交流観光課

姉妹都市、友好都市等との国際交流活動を通じ、市民同士の相

互理解と友好親善を深めるとともに、国際感覚豊かな人材の育成を

図っている。

○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止。オンラインによる交流となった。

●オンライン交流の実施に当たっては、とくに米国との時差が問題である。
継続

旧割烹小幡整備検討事業 交流観光課

日和山・台町エリアの観光誘客のため、平成２４年度に寄附を受け

た旧割烹小幡を、日和山界隈の観光拠点として整備することを平成

２９年度に決定した。

〇本体工事は令和２年度で、外構工事も３年度で完成し、日和山交流観光拠点施設（日和山小幡楼）と

して３年１０月にオープンした。
廃止

北前船寄港地交流推進事業 交流観光課

北前船日本遺産推進協議会は、日本遺産に認定された「荒波を超

えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」

（以下「北前船寄港地」という。）を活用し、加盟自治体及び団体

の連携のもと、観光振興及び地域活性化の推進を図ることを目的

に、平成29年5月11日設立された。

〇３年度末で４８市町が加盟。３月に秋田市でフォーラムが開催された。

●加盟市町が増加し、コロナ禍もあって会全体としての活動がやや停滞している。ブロックごとの活動にするとかの

推進の手法が課題である。

継続

八幡地域文化振興事業（再掲） 八幡総合支所

八幡地区の伝統芸能を後世に繋いでいくために伝統芸能や文化財

などを披露する場を設け、伝統芸能や文化財に触れることのできる場

を提供する。

〇八幡地区の伝統芸能を発表する場である文化祭は、新型コロナウイルスのためステージ部門が中止となった。

展示部門では、八幡地区の華道の団体が作品の展示を行った。

●高齢化に伴う参加団体、参加者の減少。

継続

地域振興事業（再掲） 松山総合支所
　松山芸術祭の支援。コミュニティ振興会単位での作品展示とステー

ジ発表の情報発信。

〇各地域及び各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示やステージ発表等の芸術文化活動に取り組む

ことができた。

●芸文協松山支部会員が減少している。

継続

松山の宝推進事業（再掲） 松山総合支所

　松山の宝推進協議会と連携し、歴史、文化及び景観など有形無

形の資産を活用する事業を実施し、地域の内外に「松山の宝」として

発信を行う。

〇新型コロナウイルス感染症防止のため、限られた事業実施であったが、城下町であった歴史文化という当地の

特色を生かした事業を展開できた。

●新型コロナ対策により中止あるいは制限の中での実施となっている。

継続

青少年国内外交流事業（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和2年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、相互訪問は実施せず、一部はオンラインで交流した。 継続

地域振興事業（再掲） 平田総合支所
平田地域の地域資源を活用した各種事業を各団体と連携して実施

する。

〇県指定無形民俗文化財「新山延年舞」はコロナウイルス感染症の影響で実施できなかった。

○旧阿部家を会場に四季折々の行事を開催しているが、新型コロナウイルス感染症の影響で、「旧阿部家秋の

会」の呈茶のみ実施した。

●伝統芸能を保存継承する後継者が減少しているため、後継者の育成が必要である。

継続

「少年の翼」交流事業（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症拡大のため、訪問受け入れ等はすべて中止 継続

中学生海外派遣事業「はばたき」（再掲） 交流観光課
新型コロナウイルス感染症防止のため、令和２年度の実施を中止し

た。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度の実施を中止した。 継続

基本的施策１３　文化財等の地域資源の活用

基本的施策１２　多様な分野との連携及びネットワークづくり
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

生涯学習推進講座開催事業（再掲） 社会教育文化課
「いつでも」「どこでも」「だれでも」市民が気軽に生涯学習ができるよ

う、現代的課題や地域課題解決のための各種講座等の開催。

○講座内容、回数、定員等の見直しにより、コロナ禍に対応し実施した。

●コロナ禍の状況がしばらく続くことを考慮した事業実施のあり方や情報発信の方法等の検討。
継続

未来へ受け継ぐ伝統文化はぐくみ事業（再掲） 社会教育文化課 １１月に民俗芸能フェスタを開催を行った ●新型コロナウィルスが終息後に、来場者を増加させるための方策 廃止

史跡旧鐙屋修復事業（再掲） 社会教育文化課 経年劣化した史跡旧鐙屋の保存修理を行う。
●コロナ禍で国・県の予算が厳しい状況になっており、このままでは工事期間にも影響があるために新たな財源の

確保が必要。
継続

光丘文庫デジタルアーカイブ事業（再掲） 図書館 光丘文庫デジタルアーカイブのコンテンツを拡充させる。

○コンテンツ拡充により、郷土史への関心を高め光丘文庫所蔵資料の価値をわかりやすく情報発信をすることがで

きた。

●未来を担う小・中学生の郷土史への関心を高めるため、ふるさと教育を視野に入れた若年者向けコンテンツを

整備し、周知を図っていく必要がある。

継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

山居倉庫周辺整備事業 都市デザイン課

中心市街地において山居倉庫周辺エリアの魅力、観光交流機能の

向上を図ることにより民間の投資を呼び込み、エリアの価値向上を図

るための取組みを行う。

〇酒田商業高校跡地について、中心市街地の活性化と未利用地の有効活用を図るため、民間の資金やアイデ

アを活用し、山居倉庫周辺エリアに交流と日常的な賑わいが生まれる機能を整備するため、令和3年度は基本

構想の策定及び公表、校舎等の解体工事実施、跡地を整備する事業者募集を開始した。

●令和4年6月以降に基本協定及び事業用定期借地権設定契約を締結予定

継続

さかたらしい景観づくり事業 都市デザイン課

酒田市景観計画および酒田市景観条例を策定し、良好な景観形

成の推進・誘導を図るとともに、本市の景観を特徴付ける特に重要

な地域を景観形成重点地域に指定し、景観助成金等により魅力あ

る景観づくりを行う。

〇一定規模を超える建築行為等について届出してもらい、酒田市景観計画で定める景観形成基準に適合する

よう説明、指導し、一定程度良好な景観の保全に寄与している。

●景観形成重点地域において基準に適合しない一般住宅の需要増にともない、景観助成金が十分に活用され

ていないことから、魅力ある景観づくりのための手法の再検討が必要な状況である。

継続

旧割烹小幡整備検討事業（再掲） 交流観光課

日和山・台町エリアの観光誘客のため、平成２４年度に寄附を受け

た旧割烹小幡を、日和山界隈の観光拠点として整備することを平成

２９年度に決定した。

〇本体工事は令和２年度で、外構工事も３年度で完成し、日和山交流観光拠点施設（日和山小幡楼）と

して３年１０月にオープンした。
廃止

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業（再掲） 図書館

市内美術館等のイベント情報発信や各館の紹介を行うこと。出張展

示などの模索を行う。（芸術文化に触れる場所として敷居を低くする

役目）

〇観光案内所の運営とあわせて、パンフレット・ポスターの収集と掲示を行った。

●市内ミュージアムコーナーの設置検討をしたが、各館との連携不足により完成に至っていない。
継続

松山にぎわい創出事業 松山総合支所
　松山歴史公園を会場とした「まつやま大手門くらふとフェア」を開催す

るほか、イルミネーション事業を各地区で開催する。

○新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度は「まつやま大手門くらふとフェア」を中止した。イルミネーショ

ン事業は、南部地区で実施した。

●新型コロナ対策により中止あるいは制限の中での実施となっている。

継続

美術館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

写真展示館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

文化財保存活動支援事業（再掲） 社会教育文化課 指定文化財所有者、保存団体への保存支援を行う。 ●コロナ禍で活動が制限されたために、終息後に保存団体のモチベーション維持するための支援の方策。 内容変更

未来へ受け継ぐ伝統文化はぐくみ事業（再掲） 社会教育文化課 １１月に民俗芸能フェスタを開催を行った ●新型コロナウィルスが終息後に、来場者を増加させるための方策 廃止

史跡旧鐙屋修復事業（再掲） 社会教育文化課 経年劣化した史跡旧鐙屋の保存修理を行う。
●コロナ禍で国・県の予算が厳しい状況になっており、このままでは工事期間にも影響があるために新たな財源の

確保が必要。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

食習慣改善事業 健康課

酒田市広報わたしの街さかたに掲載されたレシピを中心にまとめたレシ

ピ本「酒田ごはん」を令和元年度販売し、食文化の伝承に努めた。

ＨＰでレシピを紹介した。

酒田市食生活改善推進協議会協力のもと市広報誌にレシピを掲載

した。

〇「酒田ごはん」は2020年1月17日に1,500冊発行し1か月で売り切れ、2020年3月27日に1,500冊増刷

し、2021年2月で完売した。

〇2022年1月に1,500冊増刷することが決まり、5月20日に発売となった。

〇ＨＰにもレシピを紹介している。

〇市外・県外の方からも購入していただき、酒田の食文化について発信した。

継続

さかた農産物消費拡大事業 農政課

・酒田市食育・地産地消推進委員会を開催し、食育・地産地消及

び６次産業化の推進に関する現状や課題を委員や関係各課と共

有し、第４次の「酒田市食育・地産地消推計画（酒田市６次産

業化戦略）」を策定した。

・平田赤ねぎの栽培など、小学校等との食育交流活動を行う農業者

へ酒田市食育交流活動補助金を交付した。

〇委員会において、令和４年度から５年間を計画期間とする「酒田市食育・地産地消推進計画（酒田市６

次産業化戦略）」を策定し、今後５年間で実行する具体的な施策や推進状況把握のための客観的な指標と

なる数値目標を設定した。

〇令和３年度における酒田市食育交流活動補助金の交付件数は１２件。

●新計画策定により、食育・地産地消及び６次産業化推進のための新たな取り組みが必要。

継続

酒の酒田の酒まつり事業 交流観光課
本市の売りである「地酒」を中心とした食に係るイベント等を

実施し、「酒の酒田」の認知度向上と観光誘客に繋げる。
○新型コロナウイルス感染症防止のため、令和３年度の実施を中止した。 継続

地魚ブランド力向上・安定供給推進事業 農林水産課 魚食普及・食育教室を開催し、魚食文化の継承と発信を行った。
〇子育て世代やファミリーサポートセンター会員が対象のため、幼少期から魚食に親しむ環境が期待できる。

●新型コロナ対策により中止あるいは制限の中での実施となっている。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

酒田コミュニケーションポート整備事業（再掲）
図書館

市内美術館等のイベント情報発信や各館の紹介を行い、旅行者や

市民に周知すること

〇観光案内所の運営とあわせて、パンフレット・ポスターの収集と掲示を行った。

●各館のイベント情報の収集とその掲示方法の検討が必要。
継続

北前船寄港地交流推進事業（再掲）
交流観光課

北前船日本遺産推進協議会は、日本遺産に認定された「荒波を超

えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」

（以下「北前船寄港地」という。）を活用し、加盟自治体及び団体

の連携のもと、観光振興及び地域活性化の推進を図ることを目的

に、平成29年5月11日設立された。

〇３年度末で４８市町が加盟。３月に秋田市でフォーラムが開催された。

●加盟市町が増加し、コロナ禍もあって会全体としての活動がやや停滞している。ブロックごとの活動にするとかの

推進の手法が課題である。

継続

美術館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市美術館の管理運営を指定管理者である（公財）酒田市美

術館に委託するほか、市所蔵美術品（油彩画）の修復と収蔵庫

燻蒸を実施

企画展（6回）やワークショップの開催など、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。 継続

写真展示館管理事業（再掲） 社会教育文化課

酒田市写真展示館（土門拳記念館）の管理運営を指定管理者

である（公財）土門拳記念館に委託するとともに、写真作品保護

のために必要な消耗品と保存用作品プリントの制作を行う。

土門拳の作品展示について、質の高い鑑賞機会の提供に努めた。（Ｒ3年度入館者数：13,925人） 継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

基本的施策１４　酒田らしいまちの景観の保全と魅力の創出

基本的施策１５　文化施設の活用

基本的施策１６　伝統的な食文化の継承と創造的な食文化の発信

基本的施策１７　観光との連携

基本的施策１８　産業との連携
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令和3年度事業の成果と課題 資料３

客船誘致事業（再掲） 商工港湾課

酒田港にクルーズ船寄港を誘致することによって本市への観光客

（乗船客）を増やし、賑わいの創出と観光・購買消費による地域経

済の活性化につなげる。

〇令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響によりクルーズ船の寄港は無かった。

●感染症対策を徹底した安全・安心な受入れの再開が必要。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

市民芸術祭開催事業（再掲） 社会教育文化課
舞台公演・作品展示等を行う市民芸術祭を開催した（Ｒ3年度参

加団体数：27団体1個人　入場者数：11,904人）

〇芸術文化協会に所属する各団体が各々コロナ対策を取りながら作品の展示うあステージ発表等の文化芸術

活動に取り組むことができた。
継続

事業名等 関係課 取組状況 成果（〇）と課題（●） 次年度以降の方向性

広報広聴活動推進事業 市長公室 文化芸術に関するイベントや事業を広報紙で市民に広く周知する。

文化芸術に関する事業のイベント告知や取材記事を広報に掲載し、市民への周知を図った。今後は、広報紙以

外にも、フェイスブック、インスタグラム、ツイッター、ＬＩＮＥなどさまざまな広報媒体を活用することで、若年層を含

めた幅広い世代に向けた情報発信を図る。

継続

土門拳文化賞顕彰事業（再掲） 社会教育文化課
土門拳が生涯を通じて追求したドキュメント性、メッセージ性の高い組

写真の公募展を通じ、日本の写真文化の向上に寄与してきた。

故土門拳氏の偉大な功績を記念するとともに、写真文化、写真芸術の振興に寄与するため、国内の写真愛好

家を対象に写真を公募した。公募の結果、全国各地から124人、128点の応募があり、選考の結果、土門拳文

化賞（１名）と同奨励賞（３名）を授与した。

継続

酒田市文化芸術推進事業（再掲） 社会教育文化課
酒田市文化芸術推進プロジェクト会議が企画運営し、市内に質の

高い文化芸術にふれる機会の提供を行う。

〇小学校へのアウトリーチ、各種ワークショップ、公演事業、いいいろいろいろ展（障がい者アート）を開催する

等、コロナ禍でも実施できるよう工夫し、アートとふれ合う機会を創出することができた

●コロナ禍でも市民をはじめ関係者が安心して参加できる事業の実施に向け、例年とは異なる工夫が必要である

こと。

継続

基本的施策２０　市民の視点にたった情報発信・広報戦略

基本的施策１９　組織体制の強化
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評価指標の現状　【令和３年度】 資料４

基本目標 評価指標
計画策定時

（平成29年度）
令和2年度 令和3年度

目標値

（令和４年度）

文化芸術活動のしやすい

まちだと答える市民の割

合

50.3% 35.0% 36.9% 60%

文化芸術活動に参加した

市民の割合
27.7% 16.2% 26.9% 33%

文化芸術活動の満足度 42.1% 25.2% 28.8% 50%

文化芸出活動を鑑賞した

市民の割合
36.4% 28.8% 28.8% 43%

子どもたちの文化芸術に

ふれる機会に対する満足

度

31.2% 20.7% 20.2% 37%

文化資源について誇りを

もっている市民の割合
66.3% 53.1% 53.7% 79%

多様な分野との連携事業

数

教育関係1事業

観光関係1事業

商工関係1事業

福祉関係1事業

教育関係1事業

観光関係1事業

福祉関係1事業

教育関係1事業

観光関係1事業

他分野との連携

10事業

文化施設※に行ったこと

のある市民の割合

※１

市内５施設平均

81.7%

※2

市内4施設平均

58.3%

※2

市内4施設平均

67.1%

90%

市民文化政策

（ひとづくり）

自由で多様性を認める

心豊かな市民生活の

実現

都市文化政策

（まちづくり）

誇りをもてる

酒田らしさの創造

※１　　　　市内５施設とは土門拳記念館、酒田市美術館、本間美術館、酒田市民会館、酒田市総合文化センター

※２　　　　市内４施設とは土門拳記念館、酒田市美術館、本間美術館、酒田市民会館

注）計画策定時(平成29年度)の数値については、「酒田市芸術文化振興計画(仮称)策定に伴うアンケート」(平成29年7月実施)の結果に

基づくものであり、令和2年度・令和3年度の数値については、令和3年3月・令和4年3月にそれぞれ実施した市民アンケートの結果に基

づくものです。


